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Who We Area?

Textile Exchange
米国本部のNPO法人
ブランド・小売・生産者参加型プラットフォーム
創設：2002年創設
会員数：375(2020.06時点)
各種講習会・円卓会議
基準策定と運営



WE ARE TEXTILE EXCHANGE

テキスタイルエクスチェンジ(TE)
は、サステナブルな繊維の為の
素材・原料業界のリーダーを生み
出すグローバルな非営利団体で
す。

What we do：要するに、私たちは
個人や企業が単独ではできない
ことを集合的に達成できるコミュ
ニティを構築します。
一連の主要な国際認証基準標準
を開発、管理、および促進し、ブラ
ンドや小売業者がサステナブルな
原料の使用を測定、管理、追跡で
きるようにする重要な業界データ
と動向を収集して公開します。

How we do：主要なブランド、小売
業者、サプライヤーを代表する強
力なメンバーシップにより、TEは、
世界の繊維産業全体でサステナ
ブル繊維の使用を加速することに
より、気候にプラスの影響を与え
ています。

Clomate +：新しいClimate +戦略
により、TEは、2030年までに繊維
および材料の生産からのCO2排
出量を45％削減することを目標
に、繊維および材料に対する急
速な気候変動への行動力となり
ます。ベンチマークを改善し行動
可能なツールを提供することでTE
はトップへの競争を推進していま
す。

500社以上のア
クティブメンバー

2400人以上が参加する11
のラウンドテーブル(素
材・市場別研究会)

70以上のオン
ライン研修を
2020年実施

1250人以上の専
門家が最新の国
際会議に参加

24,295のサイトが7
つの国際認証基準
で認証登録済

200社以上が“Preferred 
Material”をベンチマークに
採用

We are TE



Textile Exchangeの主なメンバー

【アウトドア・スポーツ】パタゴニア、ナイキ、アディダス、プーマ、ルルレモンなど

【カジュアルファッション】インディテックス(Zara)、H&M、GAP、C&A

【ラグジュアリーブランド】Kering、LVMH、バーバリーなど

【小売店】TARGET、M&S、Otto、Tchibo、IKEAなど

【日本】興和、豊島、伊藤忠商事、西染工、旭化成、ファストリテイリング、ACE、PBP
財団、M.S.I.、
タキヒョー、カケンテストセンター、ケケン試験認証センター

【その他】United Nations(国連)

※Kering：GUCCHI、サンローラン、ボッテガ・ヴェネタ、バレンシアガ、アレキサンダー マックイー
ン等を有するグループで、全社を挙げてサスティナビリティに力を入れている。
LVMH：服飾のルイヴィトンとワインのモエエヘネシーを中核ブランドとするラグジュアリーブラン
ドグループ。LOEWE、CELINE、KENZO、DIOR などのブランドを有する。

Members



Membership



Activities
Textile Exchange

サプライチェーン管理の観点から
各種基準の策定と運営もしています



Preferred Fibers & Materials...
世界の繊維業界では、それぞれの素
材でサステナブルに取組んでいます

繊維業界の取り扱う素材
は天然から化学・合成繊
維に変化してきました

Trend



Preferred Fiber

Preferred Fiber status

TEでは環境・社会・
人権に配慮した原
料を使った繊維を
“Preferred Fiber”と
規定して業界に発
信して、その採用を
推奨しています



Preferred Cotton
＝綿の取組み

Cotton

Preferred Cotton
は全綿花生産量
の約25％に達し
ました。
その内の約86％
がBCIです。



Cotton  Initiatives
世界では様々なNGOが“Preferred  Cotton”に取組んでいます



2025 TARGET

自社の使用する綿を全てサステナブルにする活動“Cotton Challenge 2025”



Down

“Preferred Down”を生産す
る農場は増えてきました。



Down

様々なブランドが
“Preferred Down”
に取組んでいます



ウールの生産量は全盛期の約半分程度に。
“Preferred Wool”は増えています。

Wool



MMCFs

MMCFs(人造セルロース繊維)
もFSC認証などとの取組が増
えています。



Polyester

リサイクルポリエステルの生
産量は増えています

“Preferred  Polyester”に取組ん
でいるブランドも増えています。



GRSには
「社会」「環境」「化学」

の要求があります

その他の基準は
履歴の管理と混ざらない管理

が必要です

Standards

基準でサプライチェーン管理をする



Standards



GRS

GRS(Global Recycle Standard)には
社会、環境、化学薬品の規定があります



TC



TC



TC



TC



TC



TC



SC



SC



認証を受けた原料を使用して、生産工程の審査をパスすればラベルを製品に付けることができる

Logos



サステナブルに関する国際
認証取得企業は激増して
います

Trend -Standards



日本国内にもTE認証取
得企業は多くあります

Certified Companies



Certification Bodies日本企業がTE認証を取得
できる第3者認証機関



Together we make a world of difference 

Thanks


